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山
本
地
区
に
決
り
ま
し
た

ー
第
二
回
定
例
会
ー

市
役
所
の
位
置
条
例
一
部
改
正
を
可
決

　
市
議
会
第
二
回
定
例
会
は
去
る
八

日
か
ら
開
か
れ
別
項
「
市
議
会
だ
よ

り
」
掲
載
の
と
お
り
一
般
会
計
補
正

予
算
ほ
か
六
案
件
が
可
決
さ
れ
ま
し

た
が
、
注
目
の
「
市
役
所
位
置
条
例

め
一
部
改
正
条
例
制
定
に
つ
い
て

は
」
原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
。

　
定
例
会
初
日
の
八
日
は
一
般
質
間

で
終
り
二
日
目
の
九
日
は
さ
き
の
第

六
回
臨
時
会
で
各
委
員
会
に
付
託
さ

れ
た
案
件
に
つ
い
て
各
委
員
長
報
告

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
注
目
の
新

庁
舎
位
置
に
つ
い
て
の
条
例
一
部
改

正
は
、
竹
内
総
務
財
政
委
員
長
の
審

査
報
告
の
あ
と
討
論
採
決
に
入
り
ま

し
た
。
そ
の
結
果
同
委
員
会
結
論
の

市長記者会見

と
お
り
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　
又
市
役
所
誘
致
期
成
同
盟
会
か
ら

出
さ
れ
て
い
た
「
市
役
所
位
置
決
定

に
っ
い
て
」
の
請
願
は
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
一
部
改
正
条
例
は
「
十

日
町
市
子
十
番
地
」
を
「
大
字
山
本
七

百
四
十
番
地
」
に
改
め
る
、
と
い
う

も
の
で
よ
う
や
く
山
本
地
区
に
本
決

ま
り
と
な
っ
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

な
お
採
決
の
内
容
は
当
日
の
議
席
二

十
二
名
（
欠
員
㈲
名
、
欠
席
e
名
、

退
場
二
名
、
議
長
一
名
を
除
い
た
も

の
）
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
原
案
賛

成
十
九
、
反
対
三
と
い
う
結
果
で
し

た
。

北
越
北
線
－
路
線
の
決
定
認
可
は
来
春

関
越
高
速
自
動
車
道
－
促
進
方
を
協
議

会
議
所
会
頭
、
織
物
組
合
理
事
長

（
代
理
）
が
出
席
し
た
が
、
説
明
会

の
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
っ

た
。①
六
日
町
、
十
日
町
間
の
ボ
ー
リ
ン

　
グ
を
七
月
上
旬
か
ら
は
じ
め
る
予

　
定
だ
が
、
極
め
て
広
範
囲
に
行
な

　
わ
れ
る
の
で
ボ
ー
リ
ン
グ
を
し
た

　
地
域
が
路
線
の
通
る
場
所
と
は
限

　
ら
な
い
の
で
誤
解
の
な
い
よ
う
に

　
ね
が
い
た
い
。

②
ボ
ー
リ
ン
グ
は
請
負
で
や
る
の
で

　
地
主
と
の
間
に
問
題
の
起
ら
な
い

　
よ
う
P
R
し
て
も
ら
い
た
い
。

③
ボ
ー
リ
ン
グ
の
範
囲
は
六
日
町
、

　
清
水
峠
、
津
池
、
猿
倉
、
十
日
町
で

　
新
座
か
ら
北
新
田
の
間
で
深
い
場

　
所
で
二
百
四
十
六
メ
ー
ト
ル
．
浅

　
い
と
こ
ろ
で
五
～
十
メ
ー
ト
ル
の

　
場
所
の
地
質
調
査
を
実
施
す
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
ボ
ー
リ
ソ
グ
の
外

　
更
に
必
要
に
よ
り
他
地
域
の
ボ
ー

　
リ
ン
グ
も
行
な
い
技
術
、
経
済
、

　
両
面
に
わ
た
る
綜
合
調
査
の
結
果

　
公
団
と
国
鉄
両
者
で
研
究
協
議
の

　
う
え
運
輸
省
と
打
合
せ
、
運
輸
大

　
臣
の
認
可
を
得
て
路
線
を
決
定
す

　
る
こ
と
に
な
る
。
ボ
ー
リ
ン
グ
は

　
大
体
五
十
日
間
で
終
り
、
路
線
決

　
定
は
来
春
の
予
定
、
な
お
席
上
村

　
山
市
長
と
阿
部
常
務
の
話
で
は
こ

　
の
北
越
北
線
は
上
越
線
並
の
格
の

、
灘
懸

　
　
　
甑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
襲

良
い
路
線
で
、
そ
の
う
え
短
絡
性

を
も
っ
て
い
る
の
で
ス
ピ
！
ド
化

さ
れ
る
も
の
と
き
い
て
い
る
。

十
日
町
市
と
し
て
は
で
き
れ
ば
現

駅
舎
に
入
る
ル
ー
ト
が
最
も
無
難

で
あ
る
が
、
こ
の
運
動
に
つ
い
て

は
以
前
か
ら
白
紙
委
任
と
い
う
か

た
ち
を
と
っ
て
き
て
い
る
の
で
正

難

大会

難
．
鯉

魚釣た賑わっ
第十回市民魚釣大会は去る五日（子供）六日（大人）にそれぞ

れ市内大池で行なわれました。この日は朝早くから日頃自慢の

ウデを競い’成績はつぎの通りです。

式
な
陳
情
も
で
き
な
い
で
い
る
。

と
に
か
く
現
在
は
ボ
ー
リ
ソ
グ
の

段
階
で
あ
る
の
で
、
今
後
の
調
査

を
見
守
り
た
い
。

職

難
灘

関
越
高
速
自
動
車
道

新
潟
－
東
京
（
三
百
五
十
キ
ロ
）

睦
子
供
の
鶴
“

一
位
池
田
　
信
一
（
新
座
第
五
）

　
　
　
三
〇
〇
グ
ラ
ム

　
　
　
ニ
一
〇
グ
ラ
ム

三
位
重
野
　
正
次
（
大
池
小
六
）

　
　
　
二
（
）
○
グ
ラ
ム

　
“
大
人
の
部
“

一
位
菅
　
三
次
（
丸
山
町
）

　
　
　
四
キ
ロ
九
〇
〇
グ
ラ
ム

ニ
位
　
渡
辺
　
正
雄
（
泉
　
町
）

　
　
　
一
キ
ロ
一
一
〇
グ
ラ
ム

三
位
宮
　
　
　
進
（
本
町
五
）

　
　
　
一
キ
ロ
七
〇
グ
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
引

二
位
阿
部
信
ス
十
日
町
小
六
）
旧
…

を
結
ぶ
関
越
高
速
自
動
車
道
に
つ
い
㎜

て
は
新
潟
、
群
馬
、
埼
玉
の
三
県
の
…

知
事
が
中
心
と
な
っ
て
建
設
促
進
同
…

盟
会
が
設
け
れ
て
い
る
が
、
本
年
度
”

は
約
五
千
万
円
の
調
査
費
が
計
上
さ
・

れ
て
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
十
日
町
市
と
し
て
は
同
高
速
道
路
㎜

の
市
内
通
過
、
イ
ソ
タ
ー
チ
エ
ソ
ジ
…

設
置
な
ど
誘
致
促
進
の
た
め
運
動
を
㎜

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
十
八
㎜

日
に
市
役
所
で
商
工
会
議
所
、
農
協
㎜

織
物
組
合
な
ど
各
界
代
表
を
招
き
促

進
方
に
つ
い
て
協
議
す
る
．

　るはっ　食講　　と　と　　　入　後主と　と
］務蠕費師題老き国羅援廓き　〒

　
村
山
市
長
は
去
る
七
日
の
定
例
記

者
会
見
で
関
越
高
速
自
動
車
道
、
北

越
北
線
な
ど
に
つ
い
て
語
り
ま
し
た

が
、
間
題
の
北
越
北
線
の
通
過
地
点

等
に
つ
い
は
、
国
鉄
及
び
鉄
道
公

団
両
者
に
お
け
る
今
後
㊧
研
究
調
査

に
よ
り
決
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
し
た

が
っ
て
巷
に
う
わ
さ
さ
れ
て
い
る
駅

の
位
置
云
々
は
現
時
点
に
お
い
て
は

見
通
も
は
っ
き
り
言
え
な
い
し
．
市

長
個
人
の
力
で
決
ま
る
も
の
で
も
な

い
と
東
京
で
の
同
路
線
説
明
会
に
同

席
し
た
織
物
組
合
阿
部
常
務
の
出
席

も
も
と
め
て
記
者
団
に
対
し
状
況
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

鞭麟

灘＾

　
去
る
二
日
衆
議
院
第
一
議
員
会
舘

に
沿
線
市
町
村
が
上
京
し
、
鉄
道
公

団
側
の
説
明
会
に
臨
ん
だ
。
十
日
町

市
か
ら
は
市
長
、
正
副
議
長
、
商
工

七
月
上
旬
か
ら
ボ
ー
リ
ン
グ
開
始

　
　
　
　
　
　
実
施
区
域
の
ご
協
力
を

　
北
越
北
線
に
つ
い
て
連
絡
用
務
の

た
め
八
日
来
市
し
た
鉄
道
公
団
福
岡

工
務
係
長
は
近
く
実
施
さ
れ
る
ボ
ー

リ
ソ
グ
に
つ
い
て
概
要
を
つ
ぎ
の
と

お
り
語
り
、
地
元
の
協
力
を
求
め
ま

し
た
。

　
第
六
回
臨
時
会

　
五
月
三
十
日
開
会
、
同

日
閉
会
。

　
議
案
処
理
結
果

◎
昭
和
四
十
一
年
度
十
日

　
町
市
一
般
会
計
補
正
予

　
算
（
第
三
号
）
可
決
。

　
請
願
、
陳
情
処
理
結
果

（
請
願
）

◎
梅
沢
、
中
条
新
田
部
落
地
内
市
道

　
拡
張
な
ら
び
に
一
部
新
設

◎
中
条
峠
地
内
市
道
拡
張
な
ら
び
に

　
取
付
道
路
新
設
　
　
以
上
採
択

◎
神
明
町
道
路
舗
装

0
学
校
町
区
道
路
舗
装

◎
柴
倉
、
小
貫
通
学
道
路
改
修

◎
蕨
平
地
内
市
道
拡
張
及
び
改
修

　
　
　
　
　
以
上
建
設
委
員
会
付
託

（
陳
情
）

◎
市
道
学
校
町
一
号
線
川
原
町
地
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
了
承

　
第
二
回
定
例
会

六
月
八
日
開
会
、
十
日
閉
会

　
議
案
処
理
結
果

◎
市
役
所
の
位
置
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
ろ
条
例
制
定

◎
十
日
町
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
制
定

◎
十
日
町
市
都
市
計
画
税
条
例
の
一

　
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

◎
十
日
町
市
愛
晒
寮
設
置
及
び
管
理

　
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
制
定

◎
新
潟
県
旧
市
町
村
職
員
恩
給
組
合

　
資
産
管
理
組
合
を
組
織
す
る
地
方

　
公
共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
同
組

　
合
規
約
の
変
更

　
　
　
　
　
以
上
原
案
可
決

〇
十
日
町
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

◎
十
目
町
市
と
畜
場
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
制
定

　
　
　
　
　
　
（
総
財
委
員
会
付
託
）

◎
公
平
委
員
会
の
選
任

　
　
　
　
　
　
（
村
山
信
弘
氏
再
任
）

　
請
願
の
処
理
結
果

◎
市
役
所
位
置
決
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
採
択
）

◎
児
童
舘
建
設

◎
中
条
中
学
校
屋
外
運
動
場
拡
張

◎
蕨
平
地
内
市
道
拡
張
及
び
改
修

　
　
　
　
　
　
以
と
継
続
審
査

◎
新
座
地
区
道
路
、
河
川
継
続
工
事

　
促
進

◎
市
道
御
倉
線
拡
巾
並
び
に
側
溝
整

　
備
◎
神
明
町
道
路
舗
装

◎
学
校
町
区
道
路
舗
装

◎
柴
倉
小
貫
通
学
道
路
改
修

　
　
　
　
　
　
　
　
以
上
採
択

◎
駅
裏
道
路
整
備
改
修

◎
市
道
太
子
堂
入
山
線
の
内
太
子
堂

　
八
幡
間
拡
巾
改
良
工
事

　
　
　
以
上
建
設
委
員
会
付
託

　
十
日
町
市
内
の
ボ
ー
リ
ソ
グ
範
囲

は
山
地
で
は
津
池
、
猿
倉
、
木
発

堂
平
場
は
、
新
座
、
北
新
田
附
近

な
ど
九
ヵ
所
を
予
定
し
て
い
る
が
、

こ
れ
以
外
の
地
域
で
も
実
施
す
る
こ

と
に
な
ろ
う
。
ボ
ー
リ
ソ
グ
開
始
は

舞
犠
罎
灘
牌
離
撫

東
京
7
イ
ル
ハ
ー
モ

ニ
重
交
響
楽
団
公
演

　
　
指
　
揮
岩
城
宏
之

　
　
ビ
ア
ノ
　
村
武
佳
子

六
月
二
十
七
日
（
月
）
夜

六
時
三
十
分
か
ら

十
旧
町
市
市
民
体
育
舘

十
日
町
市
公
民
舘

十
日
町
市
文
化
活
動
協
議

会千
円
、
七
百
円
、
五
百
円

前
売
中
。

料
　
理
　
教
　
室

六
月
二
十
三
日
　
午
後
一

時十
日
町
市
公
民
舘
実
習
室

バ
ー
ベ
キ
ユ
ウ
（
野
外
料

理
）
の
作
り
方

未
定
百
五
十
円

七
月
上
旬
を
期
し
て
各
箇
所
を
ほ
と
㎜

ん
ど
同
時
に
行
な
い
、
五
十
日
間
位
…

で
終
る
見
込
み
で
急
ピ
ツ
チ
で
進
め
㎜

た
い
。
こ
の
た
め
六
月
中
旬
ご
ろ
か
㎜

ら
ボ
ー
リ
ソ
グ
箇
所
に
標
識
を
付
け
…

た
あ
と
杭
打
ち
を
行
な
う
が
、
立
入
㎜

区
域
の
住
民
や
地
主
等
の
協
力
が
必
㎜

要
で
あ
り
、
又
ボ
ー
リ
ソ
グ
箇
所
が
㎜

路
線
の
通
過
地
点
と
決
っ
て
い
な
い
・

の
で
、
一
般
市
民
か
ら
の
誤
解
の
な
．

い
よ
う
に
周
知
願
い
た
い
。

身
障
者
の
軽
自
動
車
税
が
減
免

　
　
　
　
　
　
　
六
月
三
十
日
ま
で
手
続
き
を

　
こ
の
た
び
市
税
条
例
の
一
部
改
正

に
よ
り
身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ

れ
た
軽
自
動
車
の
免
許
証
を
持
っ
て

い
る
方
で
、
六
級
以
上
の
も
の
は
申

請
に
よ
り
軽
自
動
車
税
が
滅
免
さ

れ
ま
す
の
で
六
月
三
十
日
ま
で
手
続

き
し
て
下
さ
い
。
申
請
手
続
き
は

①
軽
自
動
車
②
運
転
免
許
証
③
身
障

者
手
帳
④
認
印
を
市
役
所
へ
持
参
又

は
提
示
ね
が
い
ま
す
。
又
自
動
車

税
（
県
税
）
も
同
様
減
免
の
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
財
務
事
務
所
へ
申

請
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
減
免
措
置
は
一
人
一
台
に
限

り
ま
す
の
で
自
動
車
税
（
県
税
）
を

減
免
さ
れ
た
方
は
軽
自
動
車
税
（
市

税
）
は
減
免
に
な
り
ま
せ
ん
。

社
会
福
祉
事
業
に
寄
附

　
本
町
五
丁
目
村
武
佳
子
さ
ん
は
公

民
舘
の
ピ
ア
ノ
開
き
の
謝
礼
に
金
五

千
円
又
駅
通
り
登
坂
健
二
郎
さ
ん
は

父
清
さ
ん
．
こ
逝
去
に
よ
る
香
典
返
し

と
し
て
金
五
万
円
を
寄
附
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　
五
月
の
山
菜
づ
け
講
習
の
材
料
を

つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
前
回
の
方

は
な
る
ぺ
く
出
席
の
上
ご
試
食
下
さ

る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

印馴．
印
と
　
　
き

引引ユ

引
と
こ
ろ

引ハ

引
内
容

謝馴

順
㎜
講
師

，
印

。
引

，
馴

手
　
芸
　
教
　
室

六
月
十
一
日
（
士
）
午
後

一
時
～
四
時

六
月
十
八
日
（
土
）
午
後

一
時
≧
四
時

十
日
町
市
公
民
舘
第
二
会

議
室
自
分
に
あ
っ
た
バ
ッ
ク
の

作
り
方
、
布
着
地
、
縫
糸

材
料
費
六
百
円
位
持
参

十
日
町
服
装
学
院
、
田
村

恭
子
先
生
。

お
…
㎜
畑
）
を
買
収
さ
れ
た
旧
地
主
に
対
し

皿
㎜
て
報
償
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
つ

…
㎜
い
て
は
、
既
に
市
報
「
と
お
か
ま
ち
」

摺
慨
を
通
じ
て
周
知
の
と
お
り
で
あ
り
ま

㎜
㎜
す
。

錦
　
こ
の
報
償
金
は
請
求
し
な
け
れ
ば

…
㎜
支
給
さ
れ
喜
ん
の
で
、
ま
だ
請
求

㎜
㎜
さ
れ
て
い
な
い
方
は
お
早
く
請
求
手

ホ
㎜
㎜
続
を
行
な
っ
て
下
さ
い
。

淵
　
請
求
場
所

牒
　
　
十
日
町
市
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
農
地
報
償
室

諾

景
地
報
償
金
の
請
求

は
お
早
く
ど
う
ぞ
〃
“

農
地
改
革
に
よ
り
農
地
へ
田
、

一258一
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一を力協ご調査に

〈全世帯員を調べます〉

　
選
挙
人
名
簿
制
度
が
改
め
ら
れ
、

永
久
選
挙
人
名
簿
が
つ
く
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
六
月

二
十
日
現
在
で
全
国
の
市
町
村
が
一

斉
に
選
挙
資
格
等
の
調
査
を
行
な
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
．

　
こ
の
調
査
は
市
長
と
選
挙
管
理
委

員
会
が
共
同
で
六
月
二
十
日
現
在
市

内
に
住
所
を
持
っ
て
い
る
日
本
国
民

に
つ
い
て
各
世
帯
毎
に
行
な
う
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
．
調
査
方
法
は
六

月
二
十
日
か
ら
二
十
九
日
ま
で
の
間

に
調
査
員
が
担
当
調
査
区
の
全
世
帯

を
回
り
世
帯
の
全
員
に
つ
い
て
調
査

表
の
記
入
内
容
を
点
検
、
確
認
す
る

と
と
も
に
住
所
、
年
齢
等
に
つ
い
て

爾

の
選
挙
資
格
、
要
件
を
調
査
し
ま
す

各
世
帯
に
お
い
て
は
こ
の
調
査
の
趣

旨
を
ご
理
解
の
う
え
調
査
員
が
た
ず

ね
た
と
き
す
み
や
か
に
応
答
で
き
る

よ
う
世
帯
員
の
構
成
、
異
動
状
況
、

生
年
月
日
等
を
ま
と
め
て
お
か
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
選
挙
人
名
簿
は
公
職

選
挙
法
に
よ
っ
て
毎
年
九
月
十
五
日

現
在
で
調
べ
十
二
月
二
十
日
に
確
定

す
る
「
基
本
選
挙
人
名
簿
」
と
、
選

挙
の
た
び
に
新
し
い
有
権
者
や
転
居

者
の
申
し
出
で
つ
く
ら
れ
る
「
補
充

選
挙
人
名
簿
」
の
二
本
立
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
制
度
だ
と
有
権
者

を
完
全
に
つ
か
む
こ
と
が
む
ず
か
し

く
、
二
重
登
録
や
名
簿
も
れ
が
生
ず

る
結
果
と
な
り
、
し
か
も
毎
年
新
ら

し
く
つ
く
り
な
お
さ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
人
手
や
お
カ
ネ
が
多
く

か
か
る
難
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　
永
久
選
挙
人
名
簿
は
こ
う
し
た
難

点
を
防
ぐ
た
め
に
考
え
ら
れ
た
も
の

で
、
選
挙
人
が
住
所
変
更
な
ど
で
異

動
し
な
い
限
り
名
簿
か
ら
名
前
を
動

か
さ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。
つ
ま
り
一
度
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
れ
ば
そ
の
後
異
動
の
な
い

限
り
毎
年
更
新
し
な
い
で
引
続
き
登

登
の
効
果
を
持
つ
の
で
、
二
重
登
録

名
簿
も
れ
も
防
げ
る
と
い
う
わ
け
で

す
。
　
こ
の
調
査
日
程
の
概
要
は
次
の
と

お
り
で
す
。

ω
一
斉
調
査
現
在
日
　
六
月
二
十
目

図
調
査
期
間
　
六
月
二
十
日
か
ら
六

　
　
　
　
　
　
月
二
十
九
日

③
ω
調
査
書
類
の
点
検

　
⑰
選
挙
資
格
の
決
定

　
⑲
選
挙
人
名
簿
の
修
正

　
六
月
三
十
日
か
ら
八
月
二
十
日

④
ω
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

　
㈲
異
議
の
申
出

　
八
月
二
十
六
日
か
ら
九
月
九
目

⑤
異
議
決
定
期
限
　
九
月
二
十
九
日

⑥
選
挙
人
名
簿
確
定
　
九
月
三
十
日

42
年
度
か
ら
入
植
開
始

八
郎
潟
中
央
干
拓
地

　
秋
田
県
の
八
郎
潟
ば
去
る
昭
和
三

十
二
年
か
ら
干
拓
事
業
が
始
め
ら
れ

昭
和
四
十
年
度
に
ほ
と
ん
ど
終
り
ま

し
た
が
、
こ
の
結
果
干
拓
面
積
約
一

万
五
千
八
百
七
十
診
こ
の
う
ち
一
万

三
千
診
の
広
大
な
農
地
が
で
き
ま
し

た
。
そ
こ
で
昭
和
四
十
二
年
度
か
ら

第
一
回
の
入
植
者
を
送
り
た
い
と
い

う
考
え
で
、
そ
の
内
容
は
大
体
つ
ぎ

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ヂー一

鑑
貝
争

　
た
だ
い
ま
郵
便
貯
蓄
増
強
特
別
運

動
が
六
月
三
十
日
ま
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
郵
便
貯
金
乏
し
て
集
め

ら
れ
た
資
金
は
大
蔵
省
資
金
運
用
部

　
郵
便
貯
金
の
現
在
高
は
昭
和
四
十

一
年
二
月
末
現
在
で
二
兆
六
千
六
百

五
十
億
円
（
国
民
一
人
当
り
二
万
四

百
三
十
八
円
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
大
蔵
省
資
金
運
用
部
資
金
は
四

十
年
十
二
月
末
現
在
四
兆
七
千
五
百

新
潟
県
へ
の
融
資
額

三
百
五
十
五
億
円

を
通
じ
て
地
方
公
共
団
体
等
（
市
町

村
、
各
公
団
、
公
庫
）
に
貸
出
さ
れ

教
育
、
文
化
、
産
業
の
振
興
、
農
林

漁
業
、
中
小
企
業
の
育
成
、
災
害
復

旧
、
治
山
、
治
水
、
住
宅
建
設
、
生

活
環
境
整
備
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま

す
。

三
十
六
億
円
で
（
こ
の
う
ち
五
十

五
・
五
％
が
郵
便
貯
金
）
こ
の
な
か

か
ら
二
十
二
・
七
％
の
一
兆
七
百
八

十
三
億
円
が
都
道
府
県
市
町
村
へ
の

融
資
と
な
っ
て
お
り
、
新
潟
県
へ
は

三
百
五
十
五
億
円
と
な
っ
て
い
ま
・

す
。
　
　
　
　
（
十
日
町
郵
便
局
）

　
入
植
者
の
選
定
は

全
国
か
ら
募
集
し
原
則
と
し
て
つ
ぎ

に
揚
げ
る
資
格
条
件
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
主
な
も
の
は
①
年
令
は
満

二
十
才
以
上
四
十
五
才
未
満
、
農
業

経
験
の
あ
る
男
女
二
人
以
上
に
相
当

す
る
も
の
。
②
入
植
後
一
年
間
の
訓

練
期
間
に
お
け
る
一
切
の
費
用
を
携

行
で
き
る
こ
と
な
ど
で
金
額
及
び
配

分
面
積
入
植
当
初
の
家
族
人
員
別
に

つ
い
て
は
つ
ぎ
の
と
お
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。

◎
四
十
一
年
六
月
上
旬

家族人員

　　配分面積
1人 2人 3人 4人 5人

6人 備　　　　考

　　ha
lO

万円

125

万円

140

万円

155

万円

170

万円

185

万肖

200
訓練期間中の
生活費　10万円
初年月の生活費
　1人当15万円
初年月の物財費
山a当り10万円

7．5 100 115 130 145 160 175

5 75 90 105 120 1351 150

　
土
地
配
分
計
画
に
も
と
ず
く
募
集

　
公
告

〇
四
十
一
年
七
月
上
旬

　
申
込
み
締
切
り

◎
四
十
一
年
八
月
下
旬

　
面
接
試
験

◎
四
十
一
年
十
月
下
旬

　
入
植
者
の
決
定
（
配
分
通
知
書
の

国
保
指
定
旅
舘
を

ご
利
用
下
さ
い

　
昭
和
三
十
九
年
か
ら
野
沢
温
泉
に

指
定
旅
舘
を
設
け
て
多
数
ご
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。
国
民
健
康
保
険
に

よ
る
市
民
保
養
の
指
定
旅
舘
は
、
本

年
度
は
つ
ぎ
に
よ
り
計
画
い
た
し
ま

し
た
の
で
多
数
ご
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。
一
、
指
定
に
よ
る
利
用
時
期

　
昭
和
四
十
一
年
四
月
よ
り
十
一
月

　
末
ま
で
の
八
ヶ
月
間

二
、
指
定
旅
舘

　
長
野
県
野
沢
温
泉
、
あ
か
だ
荘
及

■1

　
び
野
沢
温
泉
ホ
テ
ル

②
利
用
の
場
合
は
、
宿
泊
券
を
各
世

　
帯
に
配
布
し
ま
す
の
で
記
入
の
上

　
持
参
宿
泊
ね
が
い
た
い
。
券
不
足

　
の
場
合
は
市
役
所
市
民
課
又
は
各

　
出
張
へ
申
出
て
記
入
持
参
の
上
宿

　
泊
ね
が
い
ま
す
。

　
（
経
営
主
同
人
で
廊
下
つ
づ
き
の
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

旅
舘
）
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
、
利
用
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
網

ω
国
保
指
定
と
し
て
あ
る
が
全
市
民
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
よ
り
利
用
ね
が
い
た
い
。
　
　
　
闘

　
交
付
）

◎
四
十
一
年
十
一
月
上
旬

　
八
郎
潟
中
央
干
拓
地
の
入
植
者
訓

　
練
所
へ
入
所
（
訓
練
開
始
）

◎
四
十
二
年
十
月
上
旬

　
訓
練
所
退
所

◎
四
十
二
年
十
一
月
上
旬

　
入
植
一
年
目
の
農
耕
開
始

ハ
カ
リ
の
検
査
を
う
け
て
下
さ
い

　
来
る
七
月
五
目
～
十
一
日
ま
で
つ

ぎ
の
日
割
に
よ
り
ハ
カ
リ
の
定
期
検

査
が
行
な
わ
れ
ま
す
の
で
ハ
カ
リ
を

取
引
（
売
買
）
又
は
証
明
用
に
使
っ

て
い
る
事
業
者
は
必
ず
受
け
て
下
さ

い
。
七
月
五
日
　
水
沢
出
張
所
H
午
前
九

　
　
時
～
午
後
四
時

　
　
旧
水
沢
村
全
区
域

七
月
六
日
　
川
治
地
区
公
民
舘
H
午

　
　
前
九
時
～
午
前
十
一
時

事
業
所
統
計
調
査
と

　
　
　
　
商
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ
ま
す

　
来
る
七
月
一
日
全
国
い
っ
せ
い
に

事
業
所
統
計
調
査
と
商
業
統
計
調
査

の
≡
調
査
が
同
時
に
実
施
さ
れ
ま
す

事
業
所
統
計
調
査
は
国
勢
調
査
と
な

ら
ぶ
国
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計

調
査
で
事
務
所
、
工
場
、
店
舗
を
は

じ
め
神
社
、
寺
院
、
学
校
等
あ
ら
ゆ

る
事
業
所
を
も
れ
な
く
調
べ
事
業
所

の
地
域
的
分
布
或
い
は
産
業
別
、
規

模
別
構
成
等
を
明
ら
か
に
し
、
経
済

政
策
や
地
域
開
発
等
諸
施
策
の
基
礎

資
料
に
す
る
も
の
で
又
商
業
、
統
計

調
査
も
商
店
の
分
布
状
況
、
商
業
活

動
の
態
様
な
ど
を
統
計
的
に
把
握
し

商
業
の
構
造
、
流
通
構
造
等
を
明
ら

か
に
し
、
商
業
政
策
の
基
礎
資
料
と

す
る
も
の
で
す
。
お
忙
し
い
と
こ
ろ

大
変
お
手
数
で
は
あ
り
ま
す
が
調
査

員
の
方
々
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
調
査
さ
れ
た
事
項
は
統
計
目
的

以
外
の
使
用
は
法
律
で
固
く
禁
じ
ら

れ
て
お
り
ま
す
の
で
あ
り
の
ま
ま
報

告
し
て
下
さ
い
。

　
　
旧
川
治
村
区
域
の
一
部
（
高
山

　
　
地
区
を
除
く
）
旧
六
箇
村
全
区

　
　
域

七
月
六
日
　
吉
田
出
張
所
”
午
後
一

　
　
時
三
十
分
～
午
後
四
時

　
　
旧
吉
田
村
全
区
域

七
月
七
日
　
下
条
出
張
所
“
午
前
九

　
　
時
～
午
後
十
一
時

　
　
旧
下
条
村
全
域

七
月
七
日
　
中
条
地
区
公
民
舘
“
午

　
　
後
一
時
～
午
後
四
時

　
　
旧
中
条
村
区
域
の
一
部
（
四
日

　
　
町
新
田
、
新
座
を
除
く
）

七
月
八
日
　
市
民
体
育
舘
H
午
前
九

　
　
～
午
後
四
時

　
　
新
座
、
四
日
町
新
田
、
本
町
一

　
　
丁
目
、
本
町
東
、
西
一
丁
目
、

　
　
本
町
二
丁
目
、
宮
之
下
東
、
西

　
　
諏
訪
町
、
本
町
三
丁
目

七
月
九
日
　
市
民
体
育
舘
“
午
前
九

　
　
時
～
午
後
四
時

　
　
本
町
四
、
五
、
六
丁
目
、
学
校

　
　
町
、
神
明
町
、
水
野
町
．
若
宮

　
　
町
、
田
中
町
東
、
西
、
本
通
り

　
　
川
原
町
、
田
川
町

七
月
十
日
　
市
役
所
肌
午
後
九
時
遊

　
　
午
後
四
時

　
　
袋
町
東
、
西
、
中
、
昭
和
町
一

設
備
改
善
資
金
の

利
用
を

◎
貸
付
対
象

　
　
二
、
三
丁
目
、
高
田
町
一
、
二

　
　
三
、
四
、
五
丁
目
、
栄
町
、
泉

　
　
町
、
丸
山
町
、
春
日
町
、
島
、

　
　
高
山
一
、
二
、
三
、
四
、
五
、

　
　
六
、
七

七
月
十
一
日
　
市
民
体
育
舘
”
午
前

　
　
九
時
～
午
後
四
時

　
　
駅
通
り
、
西
浦
町
東
、
西
、
旭

　
　
町
、
昭
和
町
四
丁
目
、
西
寺
町

　
　
町
、
江
道
、
猿
倉
、
津
池
、
軽

　
　
沢
、
菅
沼
、
大
池
、
赤
倉

　
　
七
軒
町
、
加
賀
糸
屋
町
、
関
口
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ド

　
　
樋
口
町
、
稲
荷
町
一
、
二
、
三
！

　
　
四
丁
目
、
千
代
田
町
、
八
幡
田
臼
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
薗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醒
　
　
F
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
l
　
　
　
　
　
p

一
年
以
上
営
業
を
継
続
し
て
い
る

中
小
商
工
業
者
で
、
店
舗
施
設
設

　
賦
均
等
償
還

O
担
保

　
必
要
と
認
め
た
場
合
徴
す
る
．

0
保
証
人

　
二
人
以
上

O
申
込
〆
切

毎
月
十
五
日

◎
申
込
場
所

　
市
役
所
商
工
課

　
十
日
町
商
工
会
議
所

　
水
沢
商
工
会

地
域
的
問
題
（
デ
パ
タ
等
）
と
取
組
む

地
区
舘
め
ぐ
り
②
　
ー
飛
渡
地
区
公
民
舘
f

轟
並

開
　
飛
渡
地
区
公
民
舘
は
昭
和
二
十
九

　
年
に
飛
渡
第
一
小
学
校
に
併
設
さ
れ

ロ

■
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
地
区

“

　
舘
と
い
っ
て
も
学
校
の
一
隅
に
図
書

コ

■
室
兼
集
会
室
が
一
室
あ
る
の
み
で
、

　
施
設
設
備
は
何
も
な
く
学
校
の
授
業

ロ

聞
の
あ
る
時
に
は
大
き
な
集
会
は
出
来

－
ず
、
学
級
な
ど
を
行
な
っ
て
も
騒
音

巳
に
悩
ま
さ
れ
不
自
由
な
こ
と
が
多
く

日
な
っ
て
お
り
ま
す
。
　
「
飛
渡
」
と
言

■

　
っ
て
も
ご
存
知
な
い
方
が
多
い
の
で

■
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
む
し
ろ

賜

　
「
中
条
の
山
地
」
と
言
え
ば
は
っ
き

關
り
す
る
の
で
す
。
さ
て
、
分
舘
は
飛

薗圏
　
座
小
三
ッ
山
分
校
区
に
稲
原
分
舘
飛

臼
渡
第
二
小
学
校
区
に
東
部
分
舘
、
新

　
備
及
び
生
産
加
工
施
設
設
備
に
要
㎝
渡
第
一
小
学
校
区
に
飛
渡
分
舘
池
谷

　
す
る
資
金
。
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
分
校
区
に
池
入
分
舘
の
四
分
舘
で
そ

◎
貸
付
限
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脂
れ
ぞ
れ
学
校
及
稚
蚕
飼
育
所
に
併
設

　
一
企
業
者
五
十
万
円
以
内
　
　
　
㎜
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
備
品
と
し
て
は

◎
利
率
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
十
六
、
ミ
リ
映
写
機
、
幻
燈
機
、
録
音

　
日
歩
二
菱
三
厘
　
　
　
　
　
　
㎜
機
な
ど
が
あ
り
い
つ
で
も
利
用
で
き

◎
貸
付
期
間
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘
ま
す
。
又
地
域
が
広
範
囲
の
た
め
オ

　
ニ
カ
年
以
内
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
ー
ト
バ
イ
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

◎
償
還
方
法
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幅
実
施
事
業
の
主
な
も
の
と
し
て
は
婦

　
ニ
カ
月
据
置
二
十
ニ
ヵ
月
以
内
月
㎜
人
学
級
、
青
年
学
級
、
家
庭
教
育
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
級
そ
れ
に
各
種
講
座
、
講
習
会
、
講

　
木
又
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
農
業
を
中

　
す
。

　
の
青
年
が
出
稼
ぎ
を
す
る
た
め
青
年

曜
学
級
は
五
月
か
ら
十
一
月
ま
で
開
設

臼
演
会
、
部
落
映
写
会
な
ど
が
計
画
さ

蘭
れ
て
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
の

■
う
ち
青
年
学
級
は
東
部
三
ッ
山
、
枯

■

臼
心
と
し
た
学
習
が
行
な
わ
れ
て
い
ま

■

■
　
飛
渡
地
区
は
冬
季
間
は
ほ
と
ん
ど

●

さ
れ
て
お
り
ま
す
。
又
婦
人
学
級
は

各
分
舘
毎
に
行
な
わ
れ
現
在
五
学
級

が
開
設
、
月
一
回
学
習
を
行
な
っ
て

お
り
、
枯
木
又
、
東
部
、
池
入
轟

木
、
魚
之
田
川
の
五
学
級
で
農
繁

期
の
、
栄
養
と
健
康
管
理
料
理
実

習
、
映
画
と
話
し
合
い
、
子
供
の

し
つ
け
、
時
間
を
い
か
す
工
夫
、
家

庭
教
育
、
家
族
の
人
間
関
係
、
デ
バ

タ
従
事
婦
人
の
健
康
、
環
境
と
衛
生

な
ど
が
お
も
な
学
習
内
容
で
す
が
、

一
般
に
身
近
か
な
生
活
に
密
着
し
た

内
容
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭

教
育
学
級
は
飛
一
小
学
校
の
一
、
二

年
生
の
父
兄
を
対
象
に
「
明
る
い
家

庭
生
活
を
送
る
た
め
子
供
の
姿
を
見

つ
め
そ
の
導
き
方
を
学
習
し
合
う
」

と
い
う
目
標
で
月
一
回
行
な
っ
て
お

り
ま
す
。
婦
人
学
級
、
家
庭
教
育
学

級
で
は
年
に
一
回
な
い
し
二
回
、
学

級
生
の
体
験
し
た
こ
と
、
子
供
の
こ

と
、
自
分
達
の
考
え
る
こ
と
、
出
稼

き
に
つ
い
て
な
ど
綴
り
文
集
を
作
っ

て
教
材
に
利
用
し
て
お
り
ま
す
。

　
講
座
、
講
習
会
、
講
演
会
は
各
分

舘
の
要
望
に
応
え
て
。
具
体
的
な
問

題
を
と
ら
え
て
独
自
に
或
い
は
他
団

体
と
共
催
し
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

又
中
条
病
院
ど
の
協
力
を
得
て
地
域

の
デ
バ
タ
従
事
婦
人
の
健
康
調
査
を

す
す
め
て
お
り
昨
年
の
調
査
を
第
一

部
と
し
て
報
告
書
第
一
編
は
今
年
三

月
に
出
来
上
り
現
在
は
第
二
部
と
し

て
ア
ン
ケ
ー
ト
、
精
密
検
診
な
ど
を

行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
他
に
昨
年
は
新
大
の
玉
升
先
生
を

中
心
と
す
る
新
大
の
社
会
教
育
研
究

室
の
先
生
方
及
市
教
委
と
飛
渡
地
区

で
調
査
を
す
す
め
今
年
二
月
「
出
稼

ぎ
農
民
と
そ
の
家
族
の
生
活
」
と
い

う
報
告
書
を
ま
と
め
各
種
学
級
、
団

体
な
ど
で
学
習
に
利
用
し
て
お
り
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
舘
長
　
橋
本
清
一
郎

　
　
　
　
　
　
主
事
　
波
形
　
卯
二

タ
バ
コ
は
市
内
で
買
い
ま
し
ょ
う

タ
バ
コ
の
代
金
の
う
ち
か
ら
納
入
さ
れ

る
税
金
は
、
市
の
道
路
．
学
校
等
の

　
　
に
ほ
　
さ
れ
て
お
り
ま
す
り

．
誕
鑑
羅
鑑
．
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